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• 自転車と歩行者が接触する事故は、最近10年間で約4.6倍に増加している

［出典：交通事故統計年報（平成7年度版、及び平成17年版） ： （財）交通事故総合分析センター］
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自転車に関連する事故の動向

4.64.6



［出典：国土交通省資料］
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• 自転車と歩行者、自動車を縁石等による構造分離や、カラー舗装等による視覚的分離
を行うことにより、自転車利用環境の整備を推進

自転車利用環境の整備

1.

（例：広島市西区） （例：福島県福島市）（例：岡山県岡山市）

視覚的分離構造分離

2.



オランダ（アムステルダム）

［出典：国土交通省資料］

日本（名古屋市）

安全快適な自転車走行空間の不足

注）日本の自転車道の延長は、 自転車歩行者道（自転車通行帯付）、自転車道、自転車専用道路、自転車歩行者専用道路の延長（道路延長）の合計。

• 日本における総道路延長に対する自転車道の延長の割合は、国際的に比べても少ない

57
280

900

m/

83
660

1,317

(m / )

190.67,2782006

654.723,1001985ドイツ

3498.614,5001985オランダ

(m / km2)(%)(km)



• 比較的自転車利用環境の整備が進んでいる名古屋市でも、海外の先進都市に比べ、
自転車走行空間は少ない

• 125 2000 4

• 312km2 2000 4

• 284.3km 5

• 217 2001 1

• 326km2 2001 2

• 36.3km 3

※1：2000（平成12）年国勢調査、
※2： 2001（平成13）年全国都道府県市区町村面積調（国土交通省国土地理院）
※3：うち、独立した自転車道：17.9km、幅の広い歩道：18.4km

※4：ミュンヘン市観光局ホームページ（http://www.muenchen-tourist.de/)
※5：うち、サイクリングロード：130.5km、道路に沿った自転車道：153.8km


